御国を継ぎなさい

　　　　　　　　　 　ベック兄(国立家庭集会、2001/11/01)
マタイの福音書25章34節、41節

34 そうして、王は、その右にいる者たちに言います。『さあ、わたしの父に祝福された人たち。世の初めから、あなたがたのために備えられた御国を継ぎなさい。 

41 それから、王はまた、その左にいる者たちに言います。『のろわれた者ども。わたしから離れて、悪魔とその使いたちのために用意された永遠の火にはいれ。
「天国はあるの？地獄があるの？」　イエス様ははっきり、天国もあるし、地獄もあるとはっきり言われたのです。主の恵みによって救われた人々のために、天国があるとあります。そして41節を見ると、地獄という表現は使われていませんけど、その代わりに、別名として永遠の火ということばが使われています。
イエス様はここではっきり言われたのは、みんな天国行ってもらいたい。そのためにわたしは救いの代価を払います。けども、提供された罪の赦し、永遠のいのちを意識して拒む者のために、永遠の火しかない。けども、この永遠の火であり、いわゆる地獄とは、人間のために備えられているもんじゃないよ。悪魔とその使いたち。すなわち、悪魔と悪魔の霊にだけ、地獄はあるはずです。
夜昼悪魔は主なる神に言って、信ずる者を訴えます。未信者を訴えようとしません。信ずる者だけ。どういうふうに祈るかと言いますと、「あなたのいわゆる救われた連中たちを見なさい。ひどいじゃないか。みんな救われていると言いながら、けど、相変わらず、わがままなのではないか。自分勝手な道、行くんじゃないか。」もちろん悪魔の言ってることは本当なんです。

ある人々は、あんな者はひっどーい罪を犯したからもう赦され得ない、地獄とは正しい罰だと考えますけど、この考え方は、宗教的ですけど聖書的じゃない。人間はどうしていつか永遠の火にはいるかと言いますと、ひどい罪を犯したからじゃない。頭下げたくなかったからです。提供された罪の赦しを意識して拒んだからです。
イエス様は来られます。この箇所を見ると、もちろんイエス様ご自身再び来られるのです。そしてそのとき、先に亡くなった、召された人々の灰になったからだがよみがえります。栄光のからだ、復活のからだになります。イエス様が、キリストの復活の日の朝にもっていたからだと同じからだになります。このからだとはからだです。霊じゃない。ピンと来ないけど・・・イエス様は真ん中に立っていたんです。
霊だったら分かるけど、そうじゃないよ。イエス様。「わたしを触ってください。肉と骨があるだろう。霊は肉と骨をもってない。わたしはもっている。」
それからもちろん弟子たちと一緒に食べたんです。イエス様は肉体をもって復活なさったのです。けどもこのからだとは、やっぱりからだでしょう。なぜならば釘痕もあったからです。けどもやっぱり全身違うものでした。もちろん完全です。私たちの将来もつからだとは、完全なるからだです。
今のわれわれの経験している救いはちょっと、半分しかないでしょうね。今の経験できる救いとは、たましいの救いだけよ。たましいの救いとは結局、生ける希望をもつこと。赦されたこと確信すること。私は罰せられる者ではなく、大いに愛されている者であるという確信をもつこと。もう、すばらしい。けども、半分だけでしょう？
私たちはからだの救いを経験していない。いくら強い信仰をもっていても、喉が痛くなる可能性がある。頭痛くなる可能性もある。癌になる人もいるよ。死ぬ人もいる。ですから、私たちは今現在、からだの救いを経験できません。
灰になったからだは、復活のからだに変えられる瞬間、完全な救いを経験するようになります。ですから、使徒たちはみんな、「私たちはからだの贖われることを待ち望んでいる。」と言ったのです。
パウロだって多くの人々いやしました。死人までもよみがえらせたんです。けど自分で病気になったとき、お手上げでした。なんにもできなかった。彼は死ぬまで病気でした。けども彼は、「私は困難をも喜んでいる。」
主は彼になんと言ったかと言いますと、「パウロ。あなたの思うとおりにあなたはいやされたら、あなたは必ず傲慢になります。用いられれば。傲慢になるとアウトです。わたしはへりくだった者しか用いられない。」と、「パウロ、選びなさい。元気になりたいの？病気そのままでいいの？」
パウロは、「病気、そのままでいい。私は高ぶるようになり、用いられなくなると、何のために救われたのか分からない。」　彼は死ぬまで病気だったけど、高ぶらなかったから死ぬまで用いられるようになったのです。
先に亡くなった人々とは、先によみがえります。ある兄弟はね、たぶん九十歳のとき、何と言ったかと言いますと、「空席待ちです。」行く先は決まっている。天国だ。けど、なかなかイエス様、呼ばない。そういう気持ちだったんです。羨ましいじゃない。もうちょっとで天国です。
先に召された人々は、先によみがえり、栄光のからだをもつようになります。結局、灰の中からよみがえりのからだ出るようになり、そして先に天に行った霊とたましいとまた一つになるんです。そのあとで、生き残ってる人々は、急に姿を消す（「レフトビハインド」のこと）。人間は、「いつか祝福された人たち、御国にはいれ。」と聞くか、あるいは、「のろわれた者ども、わたしから離れて永遠の火にはいれ。」ということになるかのどちらかです。

同じ洋服を着ていたかどうかは別として、人間は集会なり、教会なり行って、聖書読み、祈りをして、悩んでいる人を誘ったりしても、祝福された人たちにはなれない。正直になれば、へりくだれば。「あわれんでください。私のわがままを赦してください。」という態度を取ると主は必ず赦してくださるのです。

パウロは、「主の霊を持っていない人は、主のものではない。」、すなわち、救われていないことになります。マタイの福音書7章の箇所を読むと、同じことが書かれています。やっぱり同じように考えられないほど厳しいことばです。

マタイの福音書7:21-23

21 わたしに向かって、『主よ、主よ。』と言う者がみな天の御国にはいるのではなく、天におられるわたしの父のみこころを行なう者がはいるのです。 

22 その日には、大ぜいの者がわたしに言うでしょう。『主よ、主よ。私たちはあなたの名によって預言をし、あなたの名によって悪霊を追い出し、あなたの名によって奇蹟をたくさん行なったではありませんか。』 

23 しかし、その時、わたしは彼らにこう宣告します。『わたしはあなたがたを全然知らない。不法をなす者ども。わたしから離れて行け。』 
結局、「永遠の火にはいれ。」という意味です。けども、この人々とは、外から見たとき立派だった。聖書のこと話しちゃったし、イエス様の名前を使って悪霊を追い出したし、イエス様の名前によって奇蹟をたくさん行なった人々なんです。けどイエス様は、「わたしから離れて行け。わたしはあなたがたを全然知らない。」
もしどなたか生きている間に一回だけ心から、「私のわがままを赦してください。」と叫ぶと、イエス様はその人々を知るようになり、すなわちその人は救われます。間違いなく。
ここで、「わたしはあなたがたを知らない。」という意味は、あなたがたは一回も心から、「あわれんでください。恵んで赦してください。」と祈ったことがないという意味です。
今日の集いも、喜びの集いと言えます。なぜならば、罪を赦したいお方であるイエス様を紹介することができるからです。どうして喜びの集いと言えるかと言いますと、悔い改められるからです。主は本当に心から願っておられます。
「おいで。勉強しなさいじゃないよ。頑張って努力せよなのではないよ。金を出せなのでもないよ。ただ、わたしのところにいなさい。」　どういう人々がイエス様のところに行くかと言いますと、結局、自分の必要を感じる人々です。「自分のわがまま、赦してもらいたい。変わらない喜びほしいから。心の平安、必要であるから。」そういう人々だけが祈るようになります。そして主は祈りの聞き手です。
